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従来の工法では塩化ビニルフィルムの改修を行なった

場合、塗装後数カ月から短年数で表面がベタ付き、汚れ

が付着し、それが取れなくなったり、また変色したりする

ことが多く見られました。「塩ビ鋼板塗替え工法」では

特殊なプライマーを下地に塗布することで、塩化ビニル

フィルム特有の可塑剤の移行による汚れや変色がなく、

建物の長期的な美観を保ちます。

1 「塩ビ鋼板塗替え工法」で使用の専用プライマーは塩ビ

材質との相性がよく、またチョーキング層に含浸するこ

とで塩ビ塗膜を復元するとともにプライマー塗膜に対し、

強力に混合・固化します。このため、既存の塩化ビニル

フィルムとプライマーを長期的に密着させるため、チョ

ーキング層が原因となる剥離を防止します。

2

●この標準色は印刷のため、実際の仕上がりとは多少の色違いが生じる場合があります。ご了承ください。

▲グレー ▲ライトグレー

▲ニューグリーン▲ライトブルー ▲ベージュ

▲ミドルグレー▲ブラック

▲ゴールド※

▲ブリックレッド ▲スレートブラウン

▲ハルノグリーン※▲スカイブルー ▲マリンブルー

※印は割高になります。
※特注色～上記以外の色（淡彩色）も調色可能です。色相・価格などは最寄りの営業所・出張所までご相談ください。

●塩ビ鋼板用プライマー　Ａ材
●塩ビ鋼板用プライマー　Ｂ材

……
……
１２㎏
０．６㎏

●塩ビ鋼板用上塗　Ａ液
●塩ビ鋼板用上塗　Ｂ液

……………
……………

１４㎏、７㎏
２㎏、１㎏

●塗料用シンナーＡ…………………

塩ビ鋼板の汚れや変色を防止。建物の美観



●下地のチョーキング塗膜は高圧水洗などで除去してください。

●チョーキングが激しい場合、もしくは洗浄できない場合はウエスやマジックロンな

どでチョーキング塗膜を除去してください。

●塩ビ鋼板用プライマーはローラーでしごくように塗装してください。しごいて塗装

することでチョーキング塗膜を溶解・復元し、プライマーに混合させます。

●塩ビ鋼板用プライマーは厚く付け過ぎないようにしてください（塗布量を厳守くだ

さい）。

●塗料のたれ・溜まりは剥離の原因となります。

●塩ビ鋼板用プライマーと塩ビ鋼板用上塗との塗装間隔を厳守してください。塗装

間隔を延長しますと上塗との密着が悪くなります。

●下塗塗布後の24時間以内に降雨が予想される場合は、その日のうちに上塗を塗

装してください。

●上塗の希釈材は必ず専用シンナー（塗料用シンナーＡ）を使用してください。

【注意事項】

材料の調合 施工方法 施工間隔

素地調整
●塩ビ鋼板表面を高圧水洗し、塵やホコリ、油脂類はブラシなどで完全に除去してください。

●塩化ビニルフィルム表面が乾燥してから次の工程を進めてください。

工程

●刷毛

●ローラー

４時間以上２日以内
（２３℃）

──

６時間
（２３℃）

６時間
（２３℃）

──

２時間以上７日間以内
（２３℃）

下　塗

可使時間 使用量

０．１０～０．１２㎏／㎡

●塩ビ鋼板用上塗　Ａ液

●塩ビ鋼板用上塗　Ｂ液

●塗料用シンナーＡ

…………………………１４㎏

……………………………２㎏

……………………………０～２㎏

●塩ビ鋼板用上塗　Ａ液

●塩ビ鋼板用上塗　Ｂ液　

●塗料用シンナーＡ　

…………………………１４㎏

……………………………２㎏

……………………………０～２㎏

●塩ビ鋼板用プライマー　Ａ材

●塩ビ鋼板用プライマー　Ｂ材

※原液のまま使用してください。

…………………１２㎏

…………………０．６㎏

●刷毛

●ローラー

●スプレー

上　塗
（１回目） ０．１２～０．１５㎏／㎡

●刷毛

●ローラー

●スプレー

０．１２～０．１５㎏／㎡
上　塗
（２回目）

試験項目

乾燥性
２０分

４０分

８０

Ｈ

２５／２５

異常なし

２５／２５

異常なし

２５／２５

異常なし

異常なし

光沢保持率９０％以上

指　触

半硬化

２３℃　６５％ＲＨ

　　　〃

６０度　鏡面反射率　ガラス板上

ＪＩＳ  K  ５６００　鉛筆硬度

ゴバン目　５㎜×５㎜　テープ試験

水道水　７日間浸漬

水道水　７日間浸漬後　ゴバン目　５㎜×５㎜　テープ試験

６０℃温水　７日間浸漬

６０℃温水　７日間浸漬後　ゴバン目　５㎜×５㎜　テープ試験｠

水中浸漬×１６時間→－２０℃×４時間→８０℃×４時間　３０サイクル

自社試験法　水中浸漬にて試験　－２０℃×４時間→２０℃×４時間　１００サイクル

サンシャインウエザオメーター　１０００時間

試 験 方 法 試験結果

光沢

鉛筆硬度

初期付着性

耐水性

耐温水性

寒熱サイクルテスト

凍結融解試験

促進耐候性

観を長期間保ちます。長期間保ちます。



【その他、ご不明な点がございましたら、最寄りの営業所・出張所へお問い合わせください】
＊製品改良のため、仕様などを予告なしに変更することもあります。ご了承ください。
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「塩ビ鋼板塗替え工法」取り扱い上の注意事項
（よく読んでご使用ください）

●火気のあるところでは、絶対に使用しないでください。

●万一、火災が発生した場合は炭酸ガス、泡または粉末消火器を用いてくだ

さい。水は使用しないでください。

●施工中、乾燥中ともに換気を充分に行ない、ミストや蒸気を吸い込まない

ようにしてください。

●取り扱い中は、できるだけ皮膚に触れないようにし、必要に応じて有機ガ

ス用防毒マスク、手袋および前掛けなどの保護具を着用してください。

●取り扱い作業中、容器からこぼれないよう注意してください。こぼれた場

合は、直ちに布やウエスで拭き取るか、砂などを散布したのち処理してく

ださい。

●材料の付着した布やウエスなどは自然発火や引火の危険性があるため、

廃棄するまで水につけておいてください。

●容器は、つり上げないでください。止むを得ずつり上げるときには、適切

なつり具で垂直に持ち上げ、落下に充分注意してください（偏荷重になる

と取っ手が外れ、落下する危険性があります）。

●取り扱い後は、手洗いおよびうがいを充分に行なってください。

●目に入った場合は、多量の水で洗い、できるだけ早く医師の診察を受けて

ください。

●誤って飲み込んだ場合は、できるだけ早く医師の診察を受けてください。

●材料が皮膚に付着し、痛みや外観変化があるときは、医師の診察を受けて

ください。

●蒸気やガスを吸い込んで気分が悪くなった場合は、空気の清浄な場所で

安静にし、必要に応じて医師の診察を受けてください。

●保管は必ずフタをし、直射日光の当たらない場所に保管してください。

●子供の手の届かないところに保管してください。

●中身を使いきってから廃棄してください。また、廃液・汚泥などは関係法

規に基づき、自社で適正に処理するか、産業廃棄物処理業者に委託して

処理してください。

●詳細な内容が必要な場合は警告ラベル、または化学物質等安全データシ

ート（MSDS）をご参照ください。
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